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陽春きらめく３月８日・９日の両日、天王中学校、天王
南中学校、羽城中学校の卒業生総勢367人が卒業式を迎え
ました。
式では、多くの先生や在校生、来賓、保護者に見守られ

る中、校長先生から一人ひとりに中学校生活３年間の証が
手渡されました。
思い出多き学び舎での最後の合唱では、込み上げる熱い

思いに涙する卒業生も…。無限の可能性を秘めた卒業生た
ちは、それぞれの夢と希望を胸に、学び舎を巣立ちました。
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２

潟
上
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
14
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
石
川
光
男
市
長
か
ら
施
政
方
針
の
説
明
が
行
わ
れ
、
今
議
会
に
は
市
立
幼

稚
園
預
か
り
保
育
料
徴
収
条
例
案
を
は
じ
め
、
市
職
員
定
数
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
が
審
査
を
報
告
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

定例市議会から

昨
年
六
月
に
策
定
し
た
「
潟
上
市
総

合
発
展
計
画
」
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
は
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、

対
話
と
協
調
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
す

べ
て
の
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
将
来
像
は
「
活
き
生
き
か
た
が
み
の

夢
づ
く
り
　
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ひ
と

と
環
境
に
優
し
い
田
園
都
市
」
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
基
本
理
念
は
私
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
今
後
も

「
対
話
・
協
調
・
発
展
」
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

基
本
姿
勢

１．

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
が

四
十
六
年
の
時
を
経
て
、
本
年
開
催
さ

れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
相
撲
競
技
、
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
少
年
の
部
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
市
民
三
六
、
０
０
０
人
が
一

体
と
な
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
大
会
と
な

る
よ
う
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

２．

魅
力
的
な
都
市
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

本
市
の
持
つ
自
然
と
文
化
を
大
切
に

し
つ
つ
、
生
活
環
境
と
自
然
環
境
が
調

和
し
た
快
適
な
都
市
空
間
を
形
成
す
る

た
め
、
土
地
利
用
の
構
想
、
都
市
計
画

の
基
本
的
な
指
針
を
示
し
、
市
民
が
心

豊
か
に
過
ご
せ
る
都
市
環
境
の
形
成
に

努
め
ま
す
。

３．

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
は

着
実
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
や
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

４．

地
域
産
業
の
充
実
に
つ
い
て

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
国
の
農
業
構
造
改
革
に

適
応
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業
と
し
て
の

農
業
の
確
立
の
た
め
農
地
の
集
積
、
認

定
農
業
者
の
支
援
や
集
落
営
農
の
組
織

化
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
昭

和
工
業
団
地
な
ど
へ
の
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

５．

環
境
保
全
の
推
進
に
つ
い
て

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本

市
の
環
境
を
保
持
し
て
い
く
た
め
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、

循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

６．

市
民
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

昨
年
は
年
末
年
始
に
か
け
て
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
異
常
と

も
思
え
る
暖
冬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
世
界
の
ど
こ
か
で
毎
年
の
よ
う
に

天
災
に
遭
遇
し
、
地
球
規
模
で
の
温
暖

化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
異

常
気
象
や
テ
ロ
行
為
等
、
い
つ
で
も
緊

急
時
を
常
に
想
定
し
、
危
機
管
理
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

当
面
す
る
行
政
課
題
へ
の

取
り
組
み

市
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

▲一般質問に答える石川市長

▲八郎湖の自然に包まれて



３

市長施政方針（要旨）

７．

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
の
大
幅
削
減
や
地
方
へ

の
税
財
源
の
移
譲
な
ど
、
地
方
を
取
り

巻
く
行
財
政
状
況
は
、
昨
年
以
上
に
厳

し
く
、
か
つ
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
ま

す
。簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
確
立

を
目
指
し
、
本
市
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
を
は

じ
め
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め

ま
す
。

８．

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

現
在
の
分
庁
方
式
は
緊
急
避
難
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
機
能
の
集
約
・
統
合
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
職
員
に

よ
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ

せ
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
度
は
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
て
、
民
間
か
ら
な
る
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い

て
、
本
市
総
合
発
展
計
画
基
本
構
想
の

柱
ご
と
に
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

１．

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
快
適
環
境
の

ま
ち
づ
く
り

【
環
境
衛
生
】

良
好
な
環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
地
域
住
民
の
環
境
保
全
の
啓
蒙
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
発
生
・
排

出
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
循
環
型
社
会

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
有
効
な
活
用

を
図
る
べ
く
、
回
収
袋
を
無
料
配
布
し
、

ゴ
ミ
資
源
の
有
効
利
用
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
は
各
地
域
の
環
境
巡

視
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
不
法
投

棄
物
の
早
期
発
見
・
防
止
に
努
め
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

年
次
計
画
の
も
と
に
補
修
工
事
等
を
実

施
し
、
本
年
度
は
焼
却
炉
耐
火
物
等
の

修
理
と
し
て
、
１
・
２
号
焼
却
炉
ス
ト

ー
カ
改
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
防
災
対
策
の
強
化
】

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付

金
事
業
で
対
応
し
、
本
年
度
は
老
朽
化

が
激
し
い
昭
和
支
団
第
五
分
団
の
消
防

器
具
庫
を
建
築
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
施
設
整
備
と
し
て
乾
燥

塔
三
基
を
改
修
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
本
市
消
防
団
の
乾
燥
塔
全
基
が
改

修
・
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
防
水
利
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
消

防
本
部
、
各
分
団
と
の
協
議
に
基
づ
き
、

年
次
計
画
の
も
と
に
防
火
水
槽
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
大
崎
・

二
田
地
区
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。

２．

人
に
優
し
い
安
ら
ぎ
の
あ
る

住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

【
都
市
計
画
】

本
市
都
市
計
画
の
指
針
と
な
る
「
潟

上
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
策

定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
現
状
の
都
市
計
画
の
課
題
や
現
況
調

査
等
を
行
い
、
市
民
及
び
自
治
会
長
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ

ら
調
査
結
果
を
整
理
・
分
析
を
し
、
ま

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
等
の
助
言
・

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
都
市
計
画

の
理
念
と
目
標
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、

土
地
利
用
の
構
想
等
の
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
別
構
想

案
や
産
業
活
性
化
の
方
針
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
素
案
の
策
定
に
は
、

秋
田
県
や
秋
田
市
等
の
関
係
行
政
機
関

と
の
事
前
協
議
を
行
い
、
潟
上
市
都
市

計
画
の
基
本
方
針
を
示
す
た
め
の
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
素
案
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

【
公
園
の
整
備
】

鞍
掛
沼
公
園
は
平
成
三
年
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
早
十
六
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
平
成
十

年
に
は
公
園
内
に
天
王
温
泉
「
く
ら
ら
」

と
道
の
駅
「
て
ん
の
う
」
が
開
設
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
時

代
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
施
設
の

あ
り
方
も
現
在
の
ま
ま
で
は
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
施

設
設
備
や
運
営
等
を
検
討
す
る
た
め
、

担
当
部
内
の
素
案
を
基
に
民
間
の
委
員

十
一
名
を
委
嘱
し
、
潟
上
市
鞍
掛
沼
公

園
活
性
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
様
々
な
視
点
か
ら

協
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
下
水
道
の
整
備
】

本
市
の
下
水
道
普
及
率
は
、
平
成
十

八
年
度
末
で
約
八
一
％
と
な
る
見
込
み

で
す
。
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
き
整
備
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
良
好
な
生
活

環
境
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併
処
理
浄

化
槽
事
業
で
整
備
さ
れ
た
各
施
設
の
適

正
な
維
持
管
理
と
併
せ
て
、
本
年
度
も

引
き
続
き
計
画
的
に
整
備
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
下
水

平
成
19
年
度
の
主
要
施
策

▲安全・安心なまちづくりをめざす



４

道
使
用
料
の
統
一
に
向
け
、
本
年
度
は

具
体
的
な
検
討
と
条
例
等
の
改
定
作
業

に
入
り
、
よ
り
効
率
的
な
整
備
と
供
用

区
域
の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
整
備
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
設
置
申
込
者
の
確
保
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
計

画
の
見
直
し
検
討
が
必
要
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

【
上
水
道
の
整
備
】

安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
つ

い
て
は
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
工
事

が
平
成
十
七
年
度
に
終
了
し
、
平
成
十

八
年
度
中
に
は
す
べ
て
終
了
す
る
見
込

み
で
す
。

今
後
の
課
題
で
あ
り
ま
す
新
水
源
の

確
保
、
未
給
水
区
域
の
解
消
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
策
定
し
ま
し

た
水
道
事
業
基
本
構
想
を
受
け
、
現
在
、

天
王
地
区
水
道
施
設
機
能
診
断
等
の
委

託
業
務
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
も
引
き
続
き
、
昭
和
・
飯
田
川
地
区

水
道
施
設
機
能
診
断
等
を
策
定
す
る
予

定
で
す
。

そ
の
後
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
変
更
認
可
が
必
要
に
な
る
た

め
、
順
調
に
進
め
ば
平
成
二
十
年
度
に

申
請
書
の
策
定
を
委
託
し
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
費
用
対
効
果
、
緊
急
度
等

を
勘
案
し
優
先
順
位
を
決
め
具
体
的
な

年
次
計
画
を
策
定
し
、
広
域
水
道
の
進

行
状
況
も
見
据
え
な
が
ら
事
業
着
手
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
将
来
計
画
の

検
討
、
現
有
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

と
更
新
、
料
金
統
一
の
検
討
、
未
納
者

対
策
等
を
重
点
に
行
い
、
経
営
基
盤
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

３．

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

【
児
童
福
祉
の
充
実
】

急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏
ま
え
、

子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
本
年
四
月

か
ら
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
す
る
児

童
手
当
の
額
を
、
第
一
子
及
び
第
二
子

に
つ
い
て
月
額
五
千
円
増
額
し
、
出
生

順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
一
万
円
と

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
今
回
の
改
正
に
併
せ
て
児
童
手
当

制
度
を
拡
充
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

【
社
会
保
障
制
度
の
充
実
】

「
医
療
制
度
改
革
法
」
が
平
成
十
八
年

六
月
十
四
日
に
成
立
し
、
現
行
の
老
人

保
健
制
度
に
代
わ
り
、
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
を
被
保
険
者
と
し
た

「
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度
」
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
す

べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
、
保
険
料
率
、
賦
課
決
定
、
医

療
の
給
付
等
の
事
務
を
行
い
ま
す
。
本

県
に
お
い
て
は
、
昨
年
八
月
二
十
八
日

に
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
本

年
一
月
十
六
日
に
知
事
か
ら
設
置
許
可

申
請
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
秋

田
市
長
が
広
域
連
合
長
に
選
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
後
、
三
月
上
旬
を
目
途
に
広
域

連
合
議
会
議
員
二
十
四
名
を
市
町
村
長

並
び
に
市
町
村
議
会
議
員
か
ら
選
出
し

て
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
に
備
え
る
た
め
、
三
月
中
に
広
域
連

合
議
会
を
開
催
し
、
本
年
度
事
業
を
審

議
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

地
域
の
社
会
資
源
を
総
合
的
に
活
用
し

た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
、
中
立
・

公
正
な
拠
点
と
し
て
高
齢
福
祉
課
内
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
地
域
ケ
ア
を
総
合

的
に
推
進
し
ま
す
。

４．

活
力
と
創
意
工
夫
で
豊
か
に

暮
ら
せ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

【
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

農
林
水
産
業
の
振
興
】

担
い
手
を
中
心
に
価
格
政
策
か
ら
所

得
政
策
へ
の
転
換
を
図
る
「
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
」
と
、
米
政
策
改
革

の
生
産
調
整
支
援
策
を
見
直
し
、
さ
ら

に
産
業
政
策
と
地
域
振
興
政
策
を
区
分

し
て
農
業
施
策
の
体
系
化
を
図
る
「
農

地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
対
策
」、

消
費
者
や
流
通
・
加
工
業
者
の
ニ
ー
ズ

に
見
合
っ
た
売
れ
る
米
づ
く
り
に
よ
り

水
田
農
業
の
安
定
を
図
る
「
新
た
な
米

の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
」
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

特
に
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

の
加
入
手
続
き
は
、
四
月
一
日
か
ら
七

月
二
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度

も
引
き
続
き
加
入
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

平
成
十
九
年
度
産
米
の
生
産
数
量
目

標
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
な
需

給
調
整
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
踏
ま
え

て
、
国
・
県
の
情
報
を
も
と
に
各
地
域

水
田
農
業
推
進
協
議
会
の
配
分
ル
ー
ル

に
従
っ
て
、
方
針
作
成
者
た
る
農
協
・

集
荷
業
者
に
数
量
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
配

分
に
代
わ
り
、
農
協
等
の
方
針
作
成
者

か
ら
米
の
生
産
数
量
目
標
と
作
付
換
算

面
積
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
へ

の
平
成
十
九
年
産
米
の
配
分
は
、
昨
年

定例市議会から

▲地域の“農”を学ぶ子どもたち



５

よ
り
五
七
ト
ン
増
え
て
一
二
、
三
二
九

ト
ン
の
二
〇
五
、
四
八
三
俵
が
割
り
当

て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
生
産
調

整
（
転
作
）
等
面
積
目
標
は
二
・
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
増
の
九
九
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
転
作
率
は
〇
・
一
％
増
の
三
三
・

二
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
比
べ
約
一
一
％
減
額
と
な
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
稲
作

構
造
改
革
促
進
交
付
金
を
産
地
づ
く
り

交
付
金
に
振
り
向
け
、
さ
ら
に
実
効
性

の
あ
る
生
産
調
整
や
担
い
手
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

「
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
対

策
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
施
設
等
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
と
地
域

振
興
対
策
と
し
て
、
市
内
四
地
区
二
九

〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
市
の
負
担
額
に
は
地

方
交
付
税
が
措
置
さ
れ
対
策
の
推
進
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で

行
う
水
路
の
草
刈
り
や
泥
上
げ
な
ど
、

環
境
保
全
活
動
に
有
効
に
活
用
し
て
参

り
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】

中
小
企
業
振
興
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
融
資
枠
を
二
億
五
千
万
円

か
ら
三
億
円
に
拡
大
し
、
利
用
実
績
は

件
数
・
金
額
と
も
に
昨
年
同
期
を
上
回

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
利
用
が
増
加

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
天
王
商
工

会
、
昭
和
飯
田
川
商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
商
工
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

昭
和
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
昨
年
九
月
に
秋
田
秋
印
運
輸

㈱
が
操
業
を
開
始
し
、
現
在
八
社
が
営

業
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県
と
協
議

中
で
あ
っ
た
企
業
が
、
二
月
九
日
に
県

と
用
地
売
買
契
約
を
締
結
し
、
九
月
の

操
業
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

【
観
光
の
振
興
】

観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
例
年

と
同
様
八
月
に
「
飯
田
川
鷺
舞
ま
つ
り
」

「
八
郎
ま
つ
り
」「
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
ま
つ
り
」
の
順
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。
今
年
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
ご

協
力
に
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

５．

生
涯
学
び
創
造
性
を
育
む
教
育
と

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

学
習
機
会
の
体
系
化
、
時
代
に
対
応

す
る
情
報
提
供
、
相
談
事
業
の
実
施
等
、

人
づ
く
り
に
視
点
を
お
い
た
各
種
事
業

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
生
涯
学

習
推
進
計
画
を
本
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
す
。

【
子
育
て
支
援
・
幼
児
教
育
の
推
進
】

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に

よ
る
多
角
的
な
取
り
組
み
拠
点
と
な
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

一
時
保
育
の
拡
充
・
延
長
保
育
・
預
か

り
保
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
や
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
支
援
に
向
け
関
係
機
関
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

幼
児
教
育
の
一
層
の
振
興
と
充
実
を

図
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
幼

保
一
体
型
の
指
導
方
針
に
よ
る
保
育
、

教
育
の
一
層
の
充
実
、
幼
保
一
体
化
施

設
の
整
備
等
、
幼
保
一
体
化
に
向
け
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
充
実
】

潟
上
市
内
小
学
校
七
校
に
お
け
る
児

童
数
は
年
々
減
少
し
、
五
年
後
の
児
童

数
は
推
計
に
よ
る
と
約
一
五
％
、
二
九

〇
人
ほ
ど
の
減
少
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
学
校
の
小
規

模
化
に
よ
る
学
校
経
営
や
指
導
体
制
並

び
に
学
習
環
境
に
難
し
さ
が
生
ず
る
こ

と
や
、
今
後
の
各
校
の
整
備
等
を
含
め

た
教
育
環
境
の
全
般
を
見
直
し
す
る
た

め
、「
潟
上
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
」（
仮
称
）
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

６．

さ
わ
や
か
な
笑
顔
を
育
む

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

【
国
体
関
係
】

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
開
催
に
つ
い
て

は
、
一
人
一
役
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
市
民

を
対
象
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
三
月
末
に
は
民
泊

協
力
会
五
十
組
織
の
す
べ
て
が
設
立
の

予
定
で
す
。

市長施政方針（要旨）

▲緑豊かな天王グリーンランドは“市民の憩いの場”

▲今秋、いよいよ「秋田わか杉国体」を迎える



６

大
会
開
催
時
に
は
、
全
国
か
ら
選
手

・
監
督
・
役
員
等
大
会
関
係
者
約
一
、

四
〇
〇
人
、
そ
れ
に
観
戦
者
な
ど
延
べ

約
八
、
〇
〇
〇
人
の
方
々
が
来
訪
す
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
来
訪
者
に
対

し
市
民
の
ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
お
迎
え

し
、
潟
上
市
の
文
化
・
歴
史
・
人
情
に

じ
か
に
触
れ
、「
潟
上
市
」
の
気
構
え
を

全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
会
参
加
者
か
ら
は
、「
よ
か
っ
た
」

「
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
記
憶
に
残
る

よ
う
な
、
さ
ら
に
は
市
民
か
ら
も
「
や

っ
て
良
か
っ
た
」「
や
れ
ば
で
き
る
」
と

い
う
自
信
が
生
ま
れ
、
今
後
の
自
治
活

動
の
活
性
化
、
地
域
住
民
間
の
連
携
の

再
認
識
、
行
政
と
の
共
同
参
画
意
識
の

高
揚
な
ど
、
有
形
無
形
の
財
産
が
培
わ

れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

７．

と
も
に
支
え
温
か
に
ふ
れ
あ
え
る

交
流
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

【
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

「
潟
上
市
」
に
お
け
る
主
眼
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
充
実
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
治
会
、

町
内
会
等
の
団
体
が
自
主
的
に
い
き
い

き
と
活
動
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と

や
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
誇
り
と
愛

着
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
中
で
、
よ
り
「
心
の
合
併
」
が
推
進

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
行
政
と
自
治

会
、
町
内
会
等
の
団
体
が
共
に
手
を
携

え
て
、
よ
り
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
】

昨
年
、
本
市
で
は
県
内
初
の
「
潟
上

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定

し
、
「
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
都
市
」

を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
の
目
指
す
本
市
の
将
来
像
「
と
も
に

支
え
温
か
に
ふ
れ
あ
え
る
交
流
と
連
携

の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
働
く
場
や
家

庭
・
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推

進
の
た
め
の
各
種
計
画
に
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■
終
わ
り
に

私
は
、
平
成
十
七
年
四
月
、
潟
上
市

の
初
代
市
長
に
就
任
し
、
そ
の
責
任
の

重
さ
と
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
た
ぎ
る
思
い
を
所
信
と

し
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

地
方
分
権
と
三
位
一
体
改
革
を
は
じ

め
と
し
た
行
財
政
の
厳
し
い
時
代
は
今

後
も
続
き
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代

に
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
に
自
ら
の

居
場
所
を
耕
し
、
深
く
掘
る
か
、
こ
こ

に
ま
ち
づ
く
り
の
夢
を
求
め
て
、
着
実

に
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り

ま
す
。
人
と
地
域
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

を
も
ち
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
粉
骨
砕
身
、
前

進
あ
る
の
み
で
す
。
私
は
、
マ
ラ
ソ
ン

で
い
う
折
り
返
し
に
あ
た
っ
て
、
合
併

後
の
山
積
す
る
課
題
に
、
よ
り
積
極
果

敢
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
経
済
の
活
性
化
を
目
指

す
な
ど
、
国
の
「
特
区
や
地
域
再
生
」

の
動
き
が
本
格
化
す
る
中
、
地
方
自
治

体
間
の
競
争
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
再
生
な
ど
で
大
事

な
こ
と
は
、
何
よ
り
も
政
策
形
成
能
力

と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
で
あ
り
ま
す
。

私
を
は
じ
め
、
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
く
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
職
員
が
地

域
の
も
っ
て
い
る
良
さ
を
引
き
出
し
、

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
不
断
の

努
力
と
気
概
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
自

身
の
給
料
も
、
ま
た
職
員
の
給
料
も
市

民
の
血
税
で
あ
る
こ
と
に
襟
を
正
し

て
、
公
僕
と
し
て
の
使
命
感
の
も
と
に

日
々
、
行
政
改
革
、
意
識
改
革
の
気
持

ち
を
も
っ
て
、
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
の
一
貫
し
た
政
治
姿
勢
は
現
場
主

義
を
旨
と
し
た
「
市
民
の
目
線
に
た
っ

た
行
政
運
営
」
に
あ
り
ま
す
。
先
に
申

し
述
べ
ま
し
た
施
策
等
を
積
極
的
か
つ

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
予
算
執

行
に
当
た
っ
て
は
、
公
私
の
区
別
を
明

確
に
し
て
総
合
発
展
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
事
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
々
で
議

会
や
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ご
相
談
し
な

が
ら
柔
軟
に
判
断
し
、「
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
こ
と
」
の
説
明
責
任
を
果
た

し
、
職
員
共
々
、
毅
然
か
つ
、
真
摯
に

取
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

定例市議会から

市
民
の
交
流
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

▼

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も
た
ち
は

潟
上
市
の
”宝
も
の
“

▼
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平成19年度

潟
上
市
予
算

一
般
会
計
は
１
１
７
億
３
、８
０
０
万
円

平
成
19
年
度
潟
上
市
の
当
初
予
算
が
、
２
月
22
日
か
ら
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
よ
る
国
庫
補
助
・
負
担
金
な
ど
の
削
減
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
新
年
度
は
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
関
連
費
、
都
市
計
画
・
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど
の
策
定
費
、
子
育
て
支
援
費
、
介
護
等
の
福
祉
事
業
費
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
「
潟
上
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
」（
仮
称
）
の
設
置
な
ど
を
主
要
施
策
と
す
る
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
対
前
年
度
当
初
予
算

比
で
約
１
・
１
％
減
の
１
１
７

億
３
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
は
１

２
０
億
３
、０
５
９
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

２
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年

に
比
べ
１
・
１
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移

譲
に
よ
る
市
税
の
増
額
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
所
得
譲

与
税
の
廃
止
や
地
方
特
例
交
付

金
、
地
方
交
付
税
、
市
債
な
ど

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
前
年
度
に
比
べ
増
加

し
た
主
な
費
目
は
、
民
生
費
が

障
害
者
福
祉
費
、
児
童
手
当
費

及
び
生
活
保
護
費
な
ど
の
増
に

よ
り
８
、６
０
６
万
円
多
く
、
教

育
費
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
関
連

費
の
増
に
よ
り
１
億
５
、５
４
２

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
衛
生
費
な
ど
は
、
前
年

度
の
事
業
完
了
や
事
務
経
費
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
減
少
し
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
掲
載
）

●
歳
出
●

●
歳
入
●

�
�
�
�
�
�

地方譲与税（1.3％）�

利子割交付金（0.1％）�

地方消費税交付金（2.2％）�
�
�

自動車取得税交付金（0.4％）
地方特例交付金（0.3％）�

地方交付税�
（45.8％）�

�

国庫支出金�
（7.9％）�

県支出金�
（6.9％）�

�

市債�
（4.5％）�

市税 �
（21.9％）�

分担金及び負担金�
（1.1％）�

使用料及び手数料（1.9％）�

財産収入（0.1％）�
�

繰入金（2.3％）�

繰越金（1.7％）�
�

諸収入（1.6％）�
�

依存財源�
（69.4％）�
依存財源�
（69.4％）�

自主財源�
（30.6％）�
自主財源�
（30.6％）�

一般会計歳入予算
（単位：千円）

区　　　　　分 本年度予算
地方譲与税 154,900
利子割交付金 8,400
配当割交付金 2,600
株式等譲渡所得割交付金 3,400
地方消費税交付金 254,000
自動車取得税交付金 48,500
地方特例交付金 29,100
地方交付税 5,380,800
交通安全対策特別交付金 4,500
国庫支出金 923,073
県支出金 813,755
市債 526,500
小計 8,149,528
市税 2,565,697
分担金及び負担金 129,884
使用料及び手数料 215,332
財産収入 9,828
寄附金 1
繰入金 269,695
繰越金 200,000
諸収入 198,035
小計 3,588,472
合　　　　　計 11,738,000
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議会費（1.7％）�

総務費�
（10.5％） �

民生費�
（31.5％）�

衛生費�
（7.1％）�

労働費（0.1％）�

 農林水産業費（3.2％）�

商工費（1.4％）�

土木費�
（10.0％）�

消防費�
（6.8％）�

教育費�
（12.0％）�

予備費（0.1％）  �

公債費�
（15.6％）�

一般会計歳出予算

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

区　　　　　分 本年度予算

議会費 195,533

総務費 1,231,848

民生費 3,703,010

衛生費 832,076

労働費 9,028

農林水産業費 373,398

商工費 166,332

土木費 1,177,802

消防費 793,901

教育費 1,409,304

災害復旧費 1

公債費 1,830,767

予備費 15,000

合　　　計 11,738,000

区　　　　分 本年度予算

義務的経費 6,116,584

人件費 2,545,076

扶助費 1,740,741

公債費 1,830,767

投資的経費 326,816

普通建設事業費 326,815

うち補助事業 94,392

うち単独事業 232,423

災害復旧事業費 1

そ　の　他 5,294,600

うち物件費 1,964,013

うち補助費等 1,400,322

歳　出　合　計 11,738,000

●自主財源・依存財源
自主財源は自治体が自主的に徴収できるお金です。
依存財源は、地方交付税など国や県から交付されるお金です。

●地方交付税
各自治体の不均衡調整と税源を保障する目的で、国が交付するお金です。

●国・県支出金
国や県が使い道を特定して交付するお金です。（補助金や負担金など）

●扶助費
生活保護法や児童福祉法、老人福祉法などにより支給する費用です。

●公債費
市債（市が借り入れたお金）の返済経費です。

行政用語まめ知識

区　　　　　分 本年度予算額

国民健康保険事業特別会計 3,576,455

老人保健特別会計 3,488,507

介護保険事業特別会計 2,171,525

有線放送事業特別会計 44,056

農業集落排水事業特別会計 149,228

下水道事業特別会計 1,671,240

合併処理浄化槽事業特別会計 20,322

豊川財産区特別会計 1,202

下虻川財産区特別会計 673

和田妹川財産区特別会計 544

飯塚財産区特別会計 517

土地取得事業特別会計 21,054

水道事業会計 885,269

計 12,030,592

各特別会計・事業会計



９

平成19年度主な事業等

●市民総参加による豊かな自然環境の保全

環境美化推進事業（不法投棄防止、道路清掃等） 6,318

●環境への負荷の少ない循環型社会の構築

ごみ収集費・ごみの減量化推進事業 96,217

クリ－ンセンタ－等管理運営費 238,487

●災害に強く安全なまちづくりの推進

自主防災組織補助金（各種防災備品・防災倉庫整備） 1,885

国民保護計画書の作成 710

防火水槽設置工事 15,238

水と緑に囲まれた快適環境のまちづくり１
（単位：千円）

●活力と魅力あふれる農林水産業の振興

農業振興地域整備計画策定（平成２１年度まで） 2,090

目指せ元気な担い手農業夢プラン応援事業補助金 4,558

経営体育成基盤整備事業 8,633

松くい虫防除対策事業 2,595

●ひと・もの・情報が行き交う商工業の振興

誘致企業雇用奨励金 2,100

中小企業振興融資制度預託金等 70,000

天王温泉くらら・ブル－メッセ関連施設指定管理料 45,900

観光案内板作成委託料 1,542

活力と創意工夫で豊かに暮らせる産業のまちづくり４
（単位：千円）

●一人ひとりの生きがいづくりを培う生涯学習の推進

生涯学習推進事業 4,619

社会教育団体の育成 8,870

放課後児童クラブ運営費 18,300

●創造性と人間性を育む教育の推進

子育て支援センタ－設置（若竹幼児教育センタ－） 5,360

潟上市教育ビジョン検討委員会（仮称）の開催 410

小・中学校施設改修工事 18,339

●さわやかな笑顔を育む文化・スポ－ツの推進

秋田わか杉国体の実施（相撲、少年レスリング） 228,287

文化財保護費 8,680

各種スポ－ツ大会・講座の開催 8,097

児童生徒派遣費補助金 10,000

生涯学び創造性を育む教育と文化のまちづくり５
（単位：千円）

●まちを支える地域コミュニティ活動の推進

自治振興費 42,835

住基ネットワ－クシステムの更新　 6,000

●一人ひとりを大切にした市民交流の推進

外国青年招致事業 8,030

中学生海外ホ－ムステイ助成金 2,313

男女共同参画の推進 763

ともに支え温かにふれあえる交流と連携のまちづくり６

●計画を実現するために

新庁舎建設検討委員会（仮称）の開催 455

総合発展計画推進委員会（仮称）の開催 265

行政改革推進委員会の開催 232

総合発展計画の推進に向けて７

（単位：千円）

（単位：千円）

●ゆとりある居住環境の創造

都市計画基本方針策定委託料 15,748

下水道整備事業 470,000

合併処理浄化槽整備事業 14,877

●ふれあいを支える公共交通体系の整備

道路維持補修・道路改良事業 84,101

交通安全施設整備工事（カ－ブミラ－等） 9,453

マイタウンバス運行費補助金 18,555

市バス購入費 7,789

●安全で安心な水道水源域の保全

浄水場配水ポンプ設備更新工事 35,700

計装設備更新 48.411

取水井戸修理工事 15,350

水道事業基本計画作成業務委託料 19,950

人に優しい安らぎのある住環境のまちづくり２
（単位：千円）

●明るく健やかに暮らせる生涯健康長寿社会の実現

母子保健事業（乳幼児・妊婦健診、各教室） 19,733

老人保健事業（健康診査、教育、相談ほか） 77,726

予防接種等事業 18,533

●ともに支え合うふれあいの福祉の推進

社会福祉団体の育成（社会福祉協議会ほか） 56,032

介護給付費・訓練等給付費 325,515

母子父子福祉事業（児童扶養手当含む） 170,463

生活保護給付費 637,767

●福祉のこころで高齢者に優しいまちづくりの推進

在宅福祉事業（生活支援ハウス、日常生活用具ほか） 15,048

施設福祉事業（老人福祉施設措置費負担金ほか） 19,986

在宅介護支援センタ－運営委託料（３施設） 8,815

健やかで安心して暮らせる健康と福祉のまちづくり３
（単位：千円）

潟上市予算から

※平成19年度の予算及び主要事業の詳細については、後日、市ホームページでお知らせします。
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平
成
19
年
度
の
人
事
異
動
（
平
成
19
年
４
月
１
日
付
）

市
で
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
行
政
運
営
と
行
政
改
革
を
目
的
に
、
総
務
部
と
企
画
部
を
統
合
し
て
総

務
部
と
し
、
総
務
部
内
に
市
長
公
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

市
長
公
室
は
、
政
策
立
案
、
行
財
政
改
革
が
主
要
業
務
と
な
り
ま
す
。
地
域
自
治
、
市
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
算
業
務
な
ど
は
総
務
課
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
体
事
務
局
職
員
を
増
員
し
て
充
実
強
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
産
業
建
設
部
で
は
、「
ソ
フ

ト
部
門
」
と
「
ハ
ー
ド
部
門
」
の
業
務
を
再
編
す
る
と
と
も
に
、
農
業
構
造
改
革
に
伴
い
、
産
業
課

に
担
い
手
育
成
支
援
の
専
門
班
な
ど
を
設
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
高
齢
福
祉
課
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し

（
総
合
政
策
課
総
合
政
策
班
主
席
主

査
）
千
葉
秀
樹
▽
地
域
振
興
班
主
査

（
総
合
政
策
課
情
報
班
主
査
）
桜
庭

満
久
▽
地
域
振
興
班
主
任
（
総
合
政

策
課
情
報
班
主
任
）
畠
山
和
美
▽
広

報
統
計
班
長
・
課
長
補
佐
（
総
合
政

策
課
総
合
政
策
班
長
・
課
長
補
佐
）

村
山
久
尚
▽
広
報
統
計
班
課
長
補
佐

（
総
合
政
策
課
広
報
統
計
班
主
席
主

査
）
小
玉
優
子
▽
広
報
統
計
班
主
事

（
総
合
政
策
課
広
報
統
計
班
主
事
）

菊
地
一
央

〔
税
務
課
〕

▽
市
民
税
班
長
・
課
長
補
佐
（
税
務

課
市
民
税
班
課
長
補
佐
）
門
間
正
博

▽
市
民
税
班
主
任
（
税
務
課
市
民
税

班
主
事
）
藤
原
新
孝
▽
市
民
税
班
主

任
（
天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

総
合
窓
口
班
主
任
）
佐
藤
貴
子
▽
資

産
税
班
主
任
（
総
合
政
策
課
総
合
政

策
班
主
任
）
伊
藤
誠
悦

〔
収
納
課
〕

▽
課
長
（
収
納
課
収
納
班
長
・
課
長

補
佐
）
菅
原
龍
太
郎
▽
収
納
班
長
・

課
長
補
佐
（
市
民
課
市
民
班
長
・
課

長
補
佐
）
鈴
木
整
▽
収
納
班
主
任

総
　
務
　
部

〔
市
長
公
室
〕

▽
室
長
（
総
合
政
策
課
長
）
鈴
木
司

▽
秘
書
政
策
班
長
・
課
長
補
佐
（
総

務
課
行
政
班
長
・
課
長
補
佐
）
栗
山

隆
昌
▽
秘
書
政
策
班
課
長
補
佐
（
都

市
整
備
課
都
市
計
画
班
主
席
主
査
）

伊
藤
貢
▽
秘
書
政
策
班
課
長
補
佐

（
総
務
課
総
務
班
主
席
主
査
）
米
谷

裕
二
▽
秘
書
政
策
班
課
長
補
佐
（
財

政
課
財
政
班
主
席
主
査
）
安
田
秀
樹

▽
秘
書
政
策
班
主
査
（
総
務
課
総
務

班
主
査
）
鈴
木
千
秋
▽
秘
書
政
策
班

主
任
（
総
務
学
事
課
総
務
班
主
任
）

飯
嶋
弥
生
▽
秘
書
政
策
班
運
転
手

（
総
務
課
総
務
班
運
転
手
）
安
藤
中

〔
総
務
課
〕

▽
総
務
班
長
・
課
長
補
佐
（
図
書
館

長
・
課
長
補
佐
）
大
友
馨
▽
総
務
班

課
長
補
佐
（
総
務
課
行
政
班
主
席
主

査
）
伊
藤
国
栄
▽
総
務
班
主
任
（
産

業
課
農
政
班
主
任
）
小
林
永
幸
▽
地

域
振
興
班
長
・
課
長
補
佐
（
総
合
政

策
課
広
報
統
計
班
長
・
課
長
補
佐
）

工
藤
勝
弘
▽
地
域
振
興
班
課
長
補
佐

（
飯
田
川
公
民
館
主
任
）
菊
地
寿
三

〔
財
政
課
〕

▽
課
長（
総
務
課
総
務
班
長
・
主
幹
）

幸
村
公
明
▽
財
政
班
主
事
（
新
規
採

用
）
佐
々
木
淳
一
▽
管
財
班
長
・
課

長
補
佐
（
産
業
課
農
林
水
産
整
備
班

課
長
補
佐
）
渋
谷
一
春
▽
地
籍
班

長
・
課
長
補
佐
（
都
市
整
備
課
地
籍

班
長
・
課
長
補
佐
）
永
井
甚
誠
▽
地

籍
班
課
長
補
佐
（
都
市
整
備
課
地
籍

班
課
長
補
佐
）
菊
地
義
彦
▽
地
籍
班

課
長
補
佐
（
都
市
整
備
課
地
籍
班
課

長
補
佐
）
桜
庭
一

市
民
生
活
部

〔
市
民
課
〕

▽
市
民
班
長
兼
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
長
・
課
長

補
佐
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
総
合
窓
口
班
長
・
課
長
補
佐
）

伊
藤
信
子
▽
市
民
班
兼
飯
田
川
庁
舎

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
課

長
補
佐
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
課
長
補
佐
）
山

平
暁
子
▽
市
民
班
兼
飯
田
川
庁
舎
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
主
事

（
産
業
課
農
林
水
産
整
備
班
主
事
）

菊
地
理
▽
市
民
班
兼
飯
田
川
庁
舎
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
技
術

手
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
総
合
窓
口
班
技
術
手
）
伊
藤
吉
美

▽
国
保
年
金
班
長
・
主
幹
（
下
水
道

課
総
務
班
長
・
主
幹
）
門
間
善
一
郎

〔
生
活
環
境
課
〕

▽
生
活
安
全
班
長
・
課
長
補
佐
（
生

活
環
境
課
環
境
保
全
班
長
・
課
長
補

佐
）
関
谷
良
広
▽
生
活
安
全
班
課
長

補
佐
（
生
活
環
境
課
生
活
安
全
班
主

席
主
査
）
桜
庭
輝
雄
▽
環
境
保
全
班

長
・
上
席
主
幹
（
総
合
政
策
課
情
報

班
長
・
上
席
主
幹
）
門
間
基
▽
環
境

保
全
班
主
査
（
生
活
環
境
課
環
境
保

全
班
主
任
）
伊
藤
充

〔
天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〕

▽
セ
ン
タ
ー
長
（
財
政
課
管
財
班

長
・
課
長
待
遇
）
三
浦
喜
博
▽
総
合

窓
口
班
課
長
補
佐
（
健
康
課
健
康
指

導
班
主
席
主
査
）
安
田
良
子
▽
総
合

窓
口
班
主
査
（
天
王
庁
舎
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
主
任
）
浦
田

陽
子
▽
総
合
窓
口
班
主
任
（
追
分
出

張
所
主
任
）
三
浦
絵
理
子

〔
昭
和
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〕

▽
セ
ン
タ
ー
長
（
健
康
課
長
）
川
上

秀
佐
男
▽
総
合
窓
口
班
主
査
（
昭
和

庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口

班
主
任
）
斉
藤
栄
子
▽
総
合
窓
口
班

主
任
（
追
分
地
区
児
童
館
主
事
）
京

谷
淳
子

〔
追
分
出
張
所
〕

▽
所
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

鈴
木
久
雄
▽
出
張
所
主
任
（
社
会
福

祉
課
生
活
福
祉
班
主
任
）
内
田
真
奈

美
福
祉
保
健
部

〔
社
会
福
祉
課
〕

▽
社
会
福
祉
班
長
・
課
長
補
佐
（
税

務
課
市
民
税
班
長
・
課
長
補
佐
）
小

玉
隆
▽
社
会
福
祉
班
課
長
補
佐
（
社

会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
主
席
主
査
）

鈴
木
佳
代
子
▽
社
会
福
祉
班
主
席
主

査（
市
民
課
国
保
年
金
班
主
席
主
査
）

小
瀧
清
隆
▽
社
会
福
祉
班
主
任
（
昭

和
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓

口
班
主
任
）
金
美
妃
▽
社
会
福
祉
班

主
事
（
新
規
採
用
）
鈴
木
恵
▽
査
察

指
導
員
生
活
福
祉
班
長
・
課
長
補
佐

（
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班
課
長
補

佐
）
大
木
充
▽
生
活
福
祉
班
課
長
補

佐
（
総
務
学
事
課
学
校
教
育
班
主
席

主
査
）
渋
谷
豊
▽
生
活
福
祉
班
主
任

（
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
主
任
）

宇
瀬
隆
広

〔
高
齢
福
祉
課
〕

▽
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
（
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
長
・

課
長
補
佐
）
伊
藤
律
子
▽
高
齢
福
祉

班
主
査
（
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

主
任
）
伊
藤
強
▽
高
齢
福
祉
班
主
任

（
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班
主
事
）

石
井
恵
子
▽
高
齢
福
祉
班
主
任
（
高

部
　
長
　
級

総
務
部
長

（
議
会
事
務
局
長
）

肥
田
野
　
耕
　
二

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）

門
　
間
　
鋼
　
悦

福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
　

（
生
涯
学
習
課
長
）

丸
　
谷
　
　
　
昇

水
道
局
長
兼
水
道
課
長

（
財
政
課
長
）

澤
　
井
　
　
　
昭

議
会
事
務
局
長

（
高
齢
福
祉
課
長
）

門
　
間
　
裕
　
一

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

兼
監
査
委
員
事
務
局
長

（
収
納
課
長
）

中
泉
作
右
衛
門
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（
新
規
採
用
）
菊
地
貴
朗

〔
国
体
事
務
局
〕

▽
総
務
班
長
・
課
長
補
佐
（
国
体
事

務
局
国
体
準
備
班
長
・
課
長
補
佐
）

桜
庭
春
樹
▽
総
務
班
主
任
（
国
体
事

務
局
国
体
準
備
班
主
任
）
徳
原
る
り

子
▽
競
技
班
長
・
課
長
補
佐
（
水
道

課
総
務
班
長
・
課
長
補
佐
）
川
上
裕

隆
▽
競
技
班
主
席
主
査
（
国
体
事
務

局
国
体
準
備
班
主
席
主
査
）
佐
藤
嘉

光
▽
競
技
班
主
席
主
査
（
国
体
事
務

局
国
体
準
備
班
主
席
主
査
）
菅
生
司

▽
競
技
班
主
任
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
任
）
渡
会
満
▽

競
技
班
主
任
（
国
体
事
務
局
国
体
準

備
班
主
任
）
菅
原
天
城
▽
競
技
班
主

事
（
収
納
課
収
納
班
主
事
補
）
藤
原

達
則

〔
天
王
幼
稚
園
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
追
分
乳
児
保

育
園
長
・
課
長
補
佐
）
中
泉
講
子
▽

主
席
主
査（
出
戸
幼
稚
園
主
席
主
査
）

三
浦
ス
ズ
エ

〔
出
戸
幼
稚
園
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
若
竹
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
園
長
・
課
長
補
佐
）
佐

藤
こ
う
子
▽
主
席
主
査
（
天
王
幼
稚

園
主
席
主
査
）
渡
辺
啓
子
▽
主
事
補

（
新
規
採
用
）
嵯
峨
春
香

〔
二
田
保
育
園
〕

▽
主
査
（
二
田
保
育
園
主
任
）
菅
生

由
美
子

〔
追
分
保
育
園
〕

▽
主
事
補
（
新
規
採
用
）
奥
山
由
季

世〔追
分
乳
児
保
育
園
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
天
王
幼
稚
園

長
・
課
長
補
佐
）
田
中
タ
マ
子
▽
主

査
（
追
分
乳
児
保
育
園
主
任
）
谷
澪

〔
昭
和
中
央
保
育
園
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
昭
和
西
保
育

園
長
・
課
長
補
佐
）
佐
々
木
マ
ツ
子

▽
課
長
補
佐
（
昭
和
中
央
保
育
園
主

席
主
査
）
児
玉
貞
子
▽
主
席
主
査

（
昭
和
東
保
育
園
主
席
主
査
）
宇
佐

美
悦
子
▽
主
任
（
昭
和
中
央
保
育
園

主
事
）
菅
原
幸
子

齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
主
事
）
鷹
島

綾
子
▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課

長
補
佐
（
飯
田
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
課
長
補
佐
）
北
嶋
真
喜
子
▽
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
（
高

齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
主
席
主
査
）

宮
崎
久
春
▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
主
査
（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

主
査
）
小
野
真
由
子

〔
健
康
課
〕

▽
課
長
（
水
道
課
長
）
小
林
健
一
▽

健
康
指
導
班
長
・
課
長
補
佐
（
健
康

課
健
康
指
導
班
長
・
主
席
主
査
）
遠

藤
睦
子
▽
健
康
指
導
班
主
任
（
飯
田

川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
任
）
戸
田

妙
子
▽
健
康
指
導
班
主
査
（
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
）
伊
藤
由
美

子
▽
健
康
指
導
班
主
任
（
税
務
課
資

産
税
班
主
任
）
石
塚
慎
也
▽
天
王
保

健
セ
ン
タ
ー
主
査
（
天
王
保
健
セ
ン

タ
ー
主
任
）
佐
藤
菜
保
子
▽
天
王
保

健
セ
ン
タ
ー
主
事
（
新
規
採
用
）
三

浦
聡
子
▽
飯
田
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
主
席
主
査
（
健
康
課
健
康
指
導
班

主
席
主
査
）
筒
井
弥
生

産
業
建
設
部

〔
産
業
課
〕

▽
農
林
水
産
振
興
班
長
・
課
長
補
佐

（
産
業
課
農
政
班
課
長
補
佐
）
伊
藤

巧
▽
農
林
水
産
振
興
班
主
査
（
産
業

課
農
林
水
産
整
備
班
主
査
）
石
井
幸

子
▽
農
林
水
産
振
興
班
主
任
（
健
康

課
健
康
指
導
班
主
任
）
菅
原
智
也
▽

担
い
手
育
成
支
援
班
長
・
課
長
補
佐

（
産
業
課
農
政
班
長
・
課
長
補
佐
）

菅
原
一
▽
担
い
手
育
成
支
援
班
主
査

（
農
業
委
員
会
農
地
振
興
班
主
任
）

鈴
木
和
徳
▽
担
い
手
育
成
支
援
班
主

任
（
産
業
課
農
政
班
主
任
）
桜
庭
智

也
▽
担
い
手
育
成
支
援
班
主
任
（
産

業
課
農
政
班
主
任
）
伊
藤
尚
吾
▽
商

工
観
光
班
長
・
主
幹
（
建
設
課
管
理

班
長
・
主
幹
）
山
平
重
男
▽
秋
田
県

産
業
経
済
労
働
部
商
工
業
振
興
課
派

遣
（
天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

会
　
計
　
課

▽
会
計
班
主
事
補
（
新
規
採
用
）
菅

原
彩
葉

教
育
委
員
会

〔
総
務
学
事
課
〕

▽
課
長
（
会
計
課
長
）
桜
庭
新
悦
▽

総
務
班
主
任
（
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
班
主
任
）
坂
本
悦
子
▽
学
校
教
育

班
主
査
（
幼
児
教
育
課
幼
児
教
育
班

主
任
）
伊
藤
佐
和
子

〔
幼
児
教
育
課
〕

▽
課
長
（
天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
長
）
伊
藤
清
孝
▽
幼
児
教
育
班

主
査
（
天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
総
合
窓
口
班
主
査
）
渋
谷
比
奈
子

〔
生
涯
学
習
課
〕

▽
課
長
（
生
涯
学
習
班
長
・
課
長
補

佐
）
瀬
下
三
男
▽
生
涯
学
習
班
長
・

課
長
補
佐
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
長
・
課
長
補
佐
）
斉
藤

英
博
▽
生
涯
学
習
班
課
長
補
佐
（
生

涯
学
習
班
主
席
主
査
）
猿
田
律
子
▽

生
涯
学
習
班
主
事
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
）
小
玉
塁

〔
天
王
公
民
館
〕

▽
課
長
補
佐
（
天
王
公
民
館
主
席
主

査
）
石
井
龍
一
▽
主
事
（
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
班
主
事
補
）
菊
地
秀
征

〔
飯
田
川
公
民
館
〕

▽
課
長
補
佐
（
昭
和
公
民
館
課
長
補

佐
）
淡
路
次
廣

〔
図
書
館
〕

▽
館
長
・
課
長
補
佐
（
天
王
公
民
館

課
長
補
佐
）
鈴
木
健
二

〔
追
分
地
区
児
童
館
〕

▽
館
長
（
追
分
出
張
所
長
）
桜
庭
久

俊
▽
主
任
（
天
王
幼
稚
園
主
任
）
菅

原
愛
子

〔
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〕

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
・
課
長
補
佐

（
総
合
政
策
課
広
報
統
計
班
主
席
主

査
）
桜
庭
仁
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主

任
（
天
王
総
合
体
育
館
主
任
）
鎌
田

直
樹
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
補

退
　
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
大
越
宏
（
総
務
部
長
）
▽
佐

藤
磐
（
総
務
学
事
課
長
）
▽
鎌

田
洋
一
（
都
市
整
備
課
長
）
▽

鈴
木
恵
子
（
出
戸
幼
稚
園
長
）

▽
若
月
ウ
タ
子
（
追
分
地
区
児

童
館
長
）
▽
佐
々
木
キ
ヨ
子

（
市
民
課
課
長
補
佐
）
▽
菊
地

美
恵
子
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
主
任
）

〔
昭
和
東
保
育
園
〕

▽
主
事
（
昭
和
中
央
保
育
園
主
事
）

瀬
下
聡
子

〔
昭
和
西
保
育
園
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
昭
和
中
央
保

育
園
長
・
課
長
補
佐
）
進
藤
陽
子

〔
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
〕

▽
園
長
・
課
長
補
佐
（
若
竹
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
主
席
主
査
）
菊
地
文
子

▽
課
長
補
佐
（
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
主
席
主
査
）
伊
藤
優
子
▽
課
長

補
佐
（
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
主

席
主
査
）
藤
原
チ
ヱ
子
▽
主
事
補

（
新
規
採
用
）
佐
藤
佐
和
子

議
会
事
務
局
　

▽
事
務
局
次
長
兼
総
務
班
長
・
課
長

（
議
会
事
務
局
総
務
班
長
兼
議
事
調

査
班
長
・
課
長
待
遇
）
伊
藤
正
吉
▽

議
事
調
査
班
長
・
課
長
補
佐
（
議
会

事
務
局
議
事
調
査
班
主
席
主
査
）
鈴

木
学農

業
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長
（
幼
児
教
育
課
長
）
田

仲
茂
隆
▽
農
地
振
興
班
主
任
（
会
計

課
会
計
班
主
任
）
原
田
潤

総
合
窓
口
班
主
席
主
査
）
渡
部
仁

〔
建
設
課
〕

▽
建
設
管
理
班
長
・
課
長
補
佐
（
建

設
課
建
設
班
主
席
主
査
）
石
川
学
▽

建
設
管
理
班
主
任
（
建
設
課
管
理
班

主
任
）
黒
澤
博
志
▽
技
術
管
理
班

長
・
課
長
補
佐
（
建
設
課
建
設
班

長
・
課
長
補
佐
）
渡
部
智
▽
技
術
管

理
班
課
長
補
佐
（
水
道
課
業
務
班
主

席
主
査
）
菅
原
靖
仁
▽
技
術
管
理
班

主
任
（
建
設
課
建
設
班
主
任
）
渋
谷

道
彦
▽
技
術
管
理
班
主
任
（
建
設
課

建
設
班
主
任
）
菅
原
摂
▽
技
術
管
理

班
運
転
手（
建
設
課
建
設
班
運
転
手
）

鈴
木
正
志
▽
技
術
管
理
班
運
転
手

（
建
設
課
建
設
班
運
転
手
）
伊
藤
準

悦〔都
市
整
備
課
〕

▽
課
長
（
昭
和
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
長
）
佐
々
木
博
信
▽
都
市
計
画

班
主
任
（
生
活
環
境
課
環
境
保
全
班

主
任
）
菅
原
暁
▽
施
設
管
理
班
長
・

課
長
補
佐
（
都
市
整
備
課
建
築
住
宅

班
長
・
課
長
補
佐
）
児
玉
正
生
▽
施

設
管
理
班
主
査
（
都
市
整
備
課
建
築

住
宅
班
主
査
）
渋
谷
睦
子
▽
施
設
管

理
班
主
任
（
都
市
整
備
課
公
園
緑
地

班
主
任
）
澤
井
潤
▽
施
設
管
理
班
主

任（
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班
主
任
）

田
仲
拓
也

〔
下
水
道
課
〕

▽
総
務
班
長
・
主
幹
（
産
業
課
商
工

観
光
班
長
・
主
幹
）
三
浦
永
寿
▽
総

務
班
課
長
補
佐
（
下
水
道
課
総
務
班

主
席
主
査
）
菅
原
と
も
子
▽
総
務
班

主
任
（
下
水
道
課
総
務
班
主
事
）
柏

崎
優

〔
水
道
課
〕

▽
総
務
班
長
・
課
長
補
佐
（
飯
田
川

公
民
館
主
席
主
査
）
児
玉
亮
悦
▽
総

務
班
主
任
（
総
合
政
策
課
総
合
政
策

班
主
任
）
門
間
忍
▽
業
務
班
長
・
課

長
補
佐
（
産
業
課
農
林
水
産
整
備
班

長
・
課
長
補
佐
）
菅
原
正
光



潟上市自治会長連絡協議会連合会研修会
快適な地域づくりの主役は住民自身
３月11日、昭和公民館ホールを会場に潟上市自治会長連絡協議

会連合会（会長　伊藤金政）の研修会が開催され、市内各自治会
の役員約150人が参加しました。
研修会では、石川市長の市政報告に続き、自性院（天王）の住

職　鈴木道雄師が「お寺の果たす役割」と題して講演。「お寺は
日本文化を伝える最後の砦だと思っている」と話し、住職が主宰
する潟上子ども和楽器合奏団の演奏と住職自らの尺八演奏で講演
を盛り上げ、日本文化の良さ、大切さを語りかけました。
続いて、エッセイストとして活躍中のあゆかわのぼる氏が「え

えふりこぎとせやみこぎ」と題して、ユーモアを交えながら県内
各地の地域づくりを紹介しました。
地域を取り巻く社会環境や住民意識が大きく変わりつつある中

で、「自分たちでできることは自分たちの手でやろう」という姿
勢が住民自治活動の原点であるということを考えさせる大変充実
した研修会となりました。

12

潟上市総合発展計画推進委員会
市の更なる発展をめざして

３月19日、天王福祉センターを会場に第１回潟上市
総合発展計画推進委員会が開催されました。
この委員会は、昨年策定した「総合発展計画」の進

捗状況及び計画の推進について、市民の目線で意見交
換することを目的に設置されたもので、会議には石川
市長をはじめ鐙助役、小林教育長や各部長が出席しま
した。
はじめに正副委員長の選任が行われ、委員長には

佐々木吉和氏（天王）、副委員長には進藤文明氏（昭
和）、小玉喜久子氏（飯田川）がそれぞれ選出されま
した。
その後、総合発展計画の進捗状況が説明され、各委

員からは、文化財保護や行政改革の推進、交通政策な
ど、潟上市の一層の発展をめざした建設的な意見交換
が行われました。

潟上市行政改革推進委員会
効率的な市民サービスの充実をめざす
３月23日、第３回潟上市行政改革推進委員会（委員

長　石黒俊郎）が、市役所天王庁舎を会場に開催され
ました。
この委員会は、行政改革に市民の広範な意見を反映

させるため、昨年２月に設置されたもので、市内の識
見者12人で組織されています。
会議では、潟上市行政改革大綱・集中改革プランの

進捗状況と、市内の公共集会施設の現状が説明され、
各委員からは、職員の意識改革や情報公開の推進、団
体助成金・施設管理の見直しなど、より効率的な市民
サービスの提供と行政改革の積極的なスピード化をめ
ざしてほしいなどの意見が出されました。

▲子どもたちが和楽器で「秋田の夕映え」を演奏

▲潟上市のさらなる発展のため、活発な意見交換

行
政
改
革
に
市
民
の
意
見
を
反
映
　

▲
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表
彰
式
に
出
席
し
た
み
な
さ
ん

▼

高山奈々さんが
見事優勝！

JOCジュニアオリン
ピックカップ兼第11回
少年少女選抜レスリン
グ選手権大会が、３月
３日・４日の両日、国
立オリンピック記念青
少年総合センター（東
京都）で行われ、女子
６年33㎏級で高山
奈々さん（勲武館道場）

２月23日、湖東地区消防署管内の小学５年生を対象に、
第17回防火作文コンクールと第16回火災予防標語コンク
ールの表彰式が湖東地区消防本部で行われました。
市内小学校の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

【作文の部】
優秀賞「火災と救急」

石澤　　愛（飯田川小）
佳　作「身近な火のこわさ」

菅原　柚希（大久保小）
「ぼくと救急」
三浦　拓也（飯田川小）

「火の取りあつかいに注意しよう」
沢井　知諭（豊川小）

【標語の部】
最優秀作 「火事のもと　一つのゆだん『気』のゆるみ！」

藤井愛理沙（大久保小）
優秀作 「あなたの手　そこからはじまる　火の用じん」

松田あすか（飯田川小）
優良作 「おたがいに　かくにんしあう　わがやでは」

菅原　優奈（大久保小）
「みんなのたしかめ合い　そのことが火災予防」
佐藤　亜子（豊川小）

スポーツ少年団修了式

潟上市スポーツ少年
団（本部長　鈴木久米
雄）が主催する「平成
18年度潟上市スポー
ツ少年団修了式」が、
３月３日、天王総合体
育館を会場に行われま
した。
当日は、市内のスポ少39団から６年生の団員を中心に、
指導者や保護者など大勢が参加。はじめに、鈴木本部長か
ら各団代表の卒団生に修了証が手渡され、また全県・全国
大会で活躍した団体13スポ少・個人35団員に栄光賞が贈
られました。鈴木本部長は「子どもたちは潟上市の宝物で
ある。スポーツを愛する人にたくましく育ってほしい」と
あいさつ。最後に、３地区６団の卒団生が体験発表を行い、
無限の可能性に目を輝かせていました。

防火作文・火災予防標語コンクール
標語の部・最優秀作に藤井愛理沙さん（大久保小）

少年少女選抜レスリング選手権大会

第２回潟上市ビーチバレーボール
リーグ戦選抜大会

が見事優勝に輝きました。
今大会には、全国から86クラブ、約350

人の小学生が参加。高山さんは普段の練習の
成果を発揮し、決勝戦でも相手を圧倒しまし
た。
同９日には、石川市長を訪れ優勝報告。高山
さんは「全国大会で初めて優勝することができ
てうれしい。小学生最後の大会で最高の結果を
残せました」と笑顔で話してくれました。
中学生になってもレスリングを続けるとい

う高山さん。今後の活躍にも期待です。
大会結果は次のとおりです。（敬称略）

【女子の部】
６年33㎏級　優　勝　高山　奈々（勲武館道場）
５年40㎏級　準優勝　佐々木なつみ（飯田川スポ少）
【男子の部】
６年54㎏級　準優勝　岩波　成人（勲武館道場）

会場・天王総合体育館（３月11日）
【男子の部】
優　勝　下出戸
準優勝　羽立北野Ａ様
第３位　大崎ライスパワーズ
第３位　出戸新町Ａ

【女子の部】
優　勝　追分むつ子
準優勝　大崎Ａ
第３位　塩口ラッキーズ
第３位　ミルキィウェイ

大会の結果をお知らせします

湖東地区消防署�湖東地区消防署�

39スポ少215人が卒団�39スポ少215人が卒団�
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市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
地

域
で
健
や
か
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
保
健
・
福
祉
、
介
護
に
関
す

る
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
潟
上

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
四
月
一

日
か
ら
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
潟
上
市
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
天
王
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
在
宅
介
護
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
名
称
を
潟
上
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
、
潟
上
市
役
所
昭
和

庁
舎
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会

福
祉
士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
や
総
合
相
談
に
応
じ
る
ほ

か
、
介
護
・
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
ケ

ア
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
庁
舎
内
に

『
潟
上
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
q
８
５
５
―
５
１
１
６
）

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
新
設

＜主な支援事業＞

①介護予防ケアマネジメント
・要支援１・２と認定された方の介護

予防サービス計画を作成します。

・介護が必要となるおそれの高い方や、

自立した生活をしている方を支援し

ます。

②総合相談
高齢者の方やその家族のみなさんの

日常生活での心配ごと、悩みごとの相

談などを受け、介護・福祉・保健等の

サービスへつなげるように支援します。

③権利擁護
認知症の方の人権や財産を守る権利

擁護事業や成年後見制度の紹介、また

虐待に関する相談に対応します。

④包括的・継続的ケアマネジメント
高齢者を支援するほか、ケアマネジ

ャーの支援、地域のさまざまな関係機

関とのネットワークづくりを行います。

４
月
か
ら
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
四
月
か
ら
要
介
護
認
定
に
要
支
援
１
・
要

支
援
２
の
区
分
が
加
わ
り
ま
す
。

要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
と
比
べ
て
、

よ
り
介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
（
新
予
防
給
付
）
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
防
ぎ
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
維
持
・
改
善
を
図

る
こ
と
で
す
。

今
後
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
変
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
や
利

用
者
負
担
の
額
も
変
わ
り
ま
す
。

要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
方
が
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

○
介
護
予
防
の
視
点
を
踏
ま
え
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
や
提
供
時
間
等
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

○
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
「
運
動
器
の
機
能
向
上
」「
栄
養
改
善
」「
口
腔
機
能
の
向

上
」
と
い
っ
た
介
護
予
防
に
効
果
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。

○
訪
問
介
護
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
額
当
た
り
の
料
金
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

○
訪
問
介
護
は
、
生
活
援
助
、
身
体
介
護
の
区
分
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
調
理
や

洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
ま
た
は
家
族
が
家
事
を
行
う
こ
と

が
困
難
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
け
れ
ば
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
場
合
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

○
福
祉
用
具
貸
与
の
対
象
品
目
が
、
原
則
、
手
す
り
・
ス
ロ
ー
プ
・
歩
行
器
・
歩

行
補
助
つ
え
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
品
目
は
、
身
体
的
な
状
態
か
ら
真
に
必

要
な
場
合
の
み
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
高
齢
福
祉
課
（
q
８
５
５
―
５
１
１
３
）
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七
十
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
入
院
し
た
と
き
、
今

ま
で
は
自
己
負
担
分
（
医
療
費
の
三
割
）

を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
後
か
ら
市
に

高
額
療
養
費
の
申
請
を
し
て
限
度
額
を

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
四
月
か
ら
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」（
住
民
税
非
課

税
世
帯
用
）
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
（
表

参
照
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
（
申
請
し
た
月
に
国
保
に
加

入
し
た
人
は
、
国
保
被
保
険
者
に
な
っ

た
日
）
か
ら
、
翌
年
度
の
七
月
末
日

（
申
請
し
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で

の
場
合
は
そ
の
年
の
七
月
末
日
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
も

認
定
証
が
必
要
な
と
き
は
、
再
度
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
認
定
証
は
、
国
民
健
康

保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
は

交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
が�

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す�

�

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ�
70平成19年�

４月から�

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
が�

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す�

�

平
成
19
年
４
月
か
ら
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
入
院
し
た
と

き
、
医
療
機
関
で
支
払
う
額
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
で
交
付
す
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
限
度
額
を
超
え
る
医
療
費
は
請
求
さ
れ
ま
せ
ん
。（
入
院
時
の
食
事
代
や
差

額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
、
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
別
途
必
要
で
す
）

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
入
院
前
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。(

現
在
入
院
中
の
方
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い)

入
院
前
に
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
市
民
課
（
q
８
７
７
―
７
８
０
１
）

①印鑑�
②国民健康保険被保険者証�
①印鑑�
②国民健康保険被保険者証�
交付申請は、入院前に潟上市市民課（飯田川庁舎）
または総合窓口センター（天王・昭和庁舎）で。�
交付申請は、入院前に潟上市市民課（飯田川庁舎）
または総合窓口センター（天王・昭和庁舎）で。�

高額療養費制度

■表　自己負担限度額(月額)

※１　直近12カ月間に、ひとつの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった
場合の４回目以降の限度額

※２　国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額が600万
円を超える世帯

高額療養費は、医療機関に支
払った医療費が自己負担限度額
を超えた場合、その超えた分が
本人の請求に基づいて払い戻さ
れる制度です。

自己負担額の計算方法

●月の１日から末日まで、ひと
月ごとの受診について計算
●同じ病院で、内科などと歯科
がある場合、歯科は別計算
●一つの病院、診療所ごとに計
算（病院・診療所が違う場合
は合算できません）
●一つの病院・診療所でも外来
と入院は別計算（外来は診療
科ごとに計算する場合があり
ます）
●差額ベッド料など、保険診療
の対象とならないものは除く
●入院時の食事代の標準負担額
は除く

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額※１

一　　　　 般 80,100円+(医療費-267,000円)×1％ 44,400円

上位所得者※2 150,000円+(医療費-500,000円)×1％ 83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円



『
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を

開
設
し
ま
す

市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
よ
る
多
角
的
な
取
り

組
み
の
拠
点
と
な
る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
か
ら
若

竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
潟
上
市
に
住
む
乳
幼
児
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
行
い
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
の
ひ
ろ
ば
や
子
育
て
相
談
を
開
設
す
る

ほ
か
、
月
14
日
以
内
ま
で
利
用
で
き
る
一
時
保
育
を
行
う
な
ど
、

日
頃
、
子
育
て
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。
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☆保育園延長保育

☆出戸幼稚園で預かり保育を実施します

☆（公・私立）幼稚園と(公・私立)保育園に
入園されているお子さんをお持ちの方へ

保護者の多様化する就労形態に応じ、安心してお子
さんを預けられるよう、通常の開所時間(11時間)を超
えて開園します。

実施保育園 昭和東保育園を除く、すべての潟上市立保
育園

開園時間 午前７時30分～午後７時まで
（昭和中央保育園は午前７時～）

延長保育料 月１日～14日の利用／１日200円
（おやつ代含む）
月15日以上の利用／月3,000円
（おやつ代含む）

お問い合わせは…潟上市幼児教育課（q８７７－７８０４）

平成19年度から出戸幼稚園において、園児の預かり
保育を実施します。

預かり日 平日・長期休み(春･夏･冬休み)
幼稚園の都合でお預かりできない日もあり
ます。

保育時間 午前８時～午前８時30分及び午後２時30
分～午後６時まで
（通常の教育時間は午前８時30分～午後
２時30分）

預かり保育料 月１日～14日の利用／１回250円
（おやつ代含む）
月15日以上の利用／月4,000円
（おやつ代含む）

お問い合わせは…出戸幼稚園（q８７８－４４２０）
潟上市幼児教育課（q８７７－７８０４）

国の制度改正により、新たに同一世帯から保育

所のほかに、幼稚園や認定こども園に就園してい

る児童も算定対象人数に含め、２人目以降の保育

料の軽減を拡大することになりました。

対象と思われる方は、幼児教育課（q877－7804）

までお知らせください。

４月から

『
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を

開
設
し
ま
す

子育て相談�
月曜日～金曜日�
午後1:00～午後3:00

不安や悩みの 相談に応じます。�

子育てサークル支援�
育児サポーター紹介�

絵本や遊具などを貸し出します。�

親子遊びのひろば�
月曜日～金曜日�
午前9:30～午後2:30

いろいろな遊具で遊びます。�
手遊びや歌などを親子で楽
しみます。�

一時保育�
利用料1日1,000円�
週3日/月14日以内�
お家で保育できない時、利
用できます。受付は幼児教
育課です�

子育て支援センターのパンフレットを用意しています。

(各庁舎・公民館・保健センターなど)

「親子遊びのひろば」は5月からはじまります。毎月、内

容を広報でお知らせします。

お問い合わせは・・・

若竹幼児教育センター（q８７７―４０５０）

４月から
延延延延長長長長保保保保育育育育・・・・預預預預かかかかりりりり保保保保育育育育
を実施します

～若竹幼児教育センター～
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お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

【平成19年度からの変更点】
・各乳幼児健診の会場が１ヵ所になります。

・BCG予防接種を個別接種(医療機関での接種)で実施します。

ご協力お願いいたします。詳しくは、上記までお問い合わせください。

健康課

乳幼児健診日程表

※　平成15年８月生は、昭和・飯田川地区の方のみ対象です。
※　受付時間は12時30分から13時までです。

母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっ
かり記入しましょう。

予防接種日程表

保健福祉センター開放日

４月５日(木) 10時～12時　 天王保健センター

４月６日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

４月12日(木) 〃　 天王保健センター

４月20日(金) 〃　　 飯田川保健福祉センター

４月23日(月) 〃　　　 天王保健センター

４月27日(金) 〃　　　　　　 飯田川保健福祉センター

育児相談日

４月12日(木) 10時～12時 天王保健センター

４月20日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

４月17日(火) 天王保健センター

４月19日(木) 昭和公民館

〈ポリオ〉

４月 ３日(火) ７ヵ月児健診 平成18年 ８月生　　 飯田川保健福祉センター

４月 ４日(水) ４ヵ月児健診 平成18年11月生　　 飯田川保健福祉センター

４月10日(火) 10ヵ月児健診　 平成18年 ５月生 飯田川保健福祉センター

４月13日(金) ２歳半児歯科健診 平成16年 ９月生 昭和公民館

４月18日(水) １歳半児健診 平成17年 ９月生 天王保健センター

４月24日(火) ３歳半児健診 天王保健センター

生後３ヵ月から７歳半未満

までに２回接種します。
13時～13時45分

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

石川　優恵さん

大貫　　蓮さん

齊藤　そらさん

櫻庭　皓太さん

佐々木波音さん

鈴木　　夢さん

関　　蒼明さん

筒井　山斗さん

中村　真菜さん

松田　茉優さん

市で２月に３歳半児健診をうけた19人中、
むし歯のなかった子どもは10人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切
にしましょう。

子育て中の方々を応援

※平成15年８月生
平成15年９月生

☆一時保育事業

就労形態の多様化、育児疲れ及び保護者等の傷病、
入院等による緊急一時的な保育の需要に対応するため、
一時保育事業を実施しています。
平成19年度からは、天王地区の湖岸保育園でも利用

できることになりました。

実 施 園 湖岸保育園・昭和東保育園・昭和西保育
園・若竹幼児教育センターで各園５人の定
員

対象児童 市内に住所を有し、保育所へ入所していな
い就学前の児童

保育時間 午前８時30分～午後５時（保護者の勤務
状況等により延長可能な場合あり）

利 用 料 １日／1,000円　（昼食・おやつ代含む）
半日／　500円　（おやつ代含む）

お申込み 保育を希望する日の一週間前までに「一時
保育事業施設利用申込書」を幼児教育課ま
たは最寄りの総合窓口センターへ提出して
ください。申請書は総合窓口センターへ備
えてあります。市のホームページからもダ
ウンロードできます。緊急を要するときは、
直接幼児教育課へお願いします。

※職員配置・定員に余裕のないとき等は、ご利用でき
ない場合もあります。

お問い合わせは…潟上市幼児教育課（q８７７－７８０４）

事　業 内　容 保育期間

非定型的保育 保護者の仕事など 週３日以内で
月14日以内

緊急保育 保護者等の傷病 １ヵ月につき14日以内・入院など

私的理由やその他の 保護者の育児疲れ １ヵ月につき14日以内事由による保育 解消など

事業内容



平
成
十
八
年
度
潟
上
市
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
、
三
月
十
七
日
、
天
王
公
民

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
生
涯
学
習
に

よ
る
人
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
」。
当
日
は
、
市
内

の
生
涯
学
習
団
体
を
は
じ
め
、
婦
人
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
自

治
会
な
ど
か
ら
市
民
約
三
五
〇
人
が
参

加
し
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振

興
・
推
進
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
工
藤
紀
代
子
市
教
育
委
員
長
が
「
多

く
の
市
民
が
心
豊
か
に
生
き
生
き
と
学

び
、
人
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、

新
し
い
夢
を
抱
き
な
が
ら
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
天
王
中
学
校
の
生
徒
会
有
志
で

活
動
し
て
い
る
劇
団
「
お
ら
だ
ほ
」
の

み
な
さ
ん
が
、
名
作
「
自
転
車
泥
棒
」

の
一
場
面
を
熱
演
し
ま
し
た
。

「
わ
た
し
と
生
涯
学
習
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
派
遣

社
会
教
育
主
事
の
松
野
紳
一
さ
ん
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
市
内
で
活

躍
す
る
三
人
が
実
践
発
表
。
市
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
理
事
長
の
菅
原
宏
樹
さ
ん
は

「
国
体
開
催
と
私
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
と

題
し
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
振
興
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
「
強
い
心
と
思

い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

努
め
て
い
る
」
な
ど
指
導
者
と
し
て
の

実
践
談
を
話
し
ま
し
た
。
天
王
公
民
館

家
庭
教
育
学
級
受
講
者
の
畠
山
友
紀
さ

ん
は
「
家
庭
教
育
学
級
で
学
ん
だ
も
の
」

と
題
し
て
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
子
ど
も
と
学
び
、
仲
間
を
つ
く
る
喜

び
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
飯

田
川
地
区
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
長
の

伊
藤
義
弘
さ
ん
は
「
町
内
会
活
動
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
市
内
各
地
区

の
自
治
会
活
動
な
ど
を
紹
介
。
そ
の
中

で
「
地
域
づ
く
り
の
原
点
は
自
治
会
と

認
識
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
や
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
三
傳
商
事
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
三
浦
廣
巳
氏
が
「
21

世
紀
は
秋
田
の
時
代
」
と
題
し
て
講
話
。

産
業
・
経
済
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
面

か
ら
秋
田
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
紹
介

し
、
そ
の
中
で
「
21
世
紀
は
、
日
本
・

世
界
の
経
済
・
物
流
を
知
り
、
秋
田
の

位
置
づ
け
を
見
極
め
、
企
業
や
自
治
体

が
一
体
と
な
っ
て
、
情
報
収
集
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
。
秋

田
の
今
は
人
口
減
少
な
ど
大
変
厳
し
い

が
、
逆
境
こ
そ
人
を
伸
ば
す
最
大
の
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
う
」
と
熱
く
語
り
か
け

ま
し
た
。

最
後
に
、
小
林
洋
市
教
育
長
が
「
大

会
で
は
現
状
を
見
据
え
て
、
次
の
目
標

を
も
っ
て
一
歩
前
に
で
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に

は
夢
を
も
っ
て
、
良
い
と
こ
ろ
を
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
総
括
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
市
民
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱

し
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

▲学ぶことの大切さを再確認

▲「生涯学び続けることは、人生を豊かにする最大の方法」
と三浦氏による講演

▲市民みんなで一学習、一スポーツ
一奉仕の実践をめざす
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潟
上
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る

ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
催

生涯学習課４月行事
※今月の公民館の休館日は９日�です。

【生涯学習課】（q877－7805）
●ふるさとクリーンアップ　
1５日(日) ９時30分～ アクセス道路付近を清掃

【昭和公民館】（q855－5130）
●湖南大学(入学式)
25日(水) ９時30分～ 講話

【飯田川公民館】（q877－6744）
●英会話教室
(初級) ５日(木) 18時30分～
(中級)19日(木) 18時30分～　

●少年少女発明クラブ（開講式）
21日(土) 10時～ 飯田川公民館

【天王公民館】（q878－4111）
●お茶の間サロン
６日・13日・20日・27日(各金曜日) ９時～

【図書館】（q878－6688）
●おはなし会
７日(土)11時30分～　昭和学習館

●おはなしの広場
21日(土) 13時30分～　図書館本館

【追分地区児童館】（q873－4889）
●じゃがいもを植えよう
11日(水) 15時～

●こいのぼり作り
25日(水) 15時～

親子「しいたけの植菌」参加者募集

と　き ４月28日（土）14時～
ところ 追分地区児童館
定　員 親子20組（40人）
参加費 １組500円（保険料含む）
申込期限 ４月25日（水）

※軍手、かなづちを持参してください。
お申込み・お問い合わせは…

追分地区児童館（q８７３－４８８９）
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ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す
。
潟
上
市
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
行
動
を
お
こ
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
自
然
環
境
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。
一
般
の
方
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。(

小
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
学
校
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す)

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
配
布
い
た
し
ま
す
。

ゴ
ミ
バ
サ
ミ
や
そ
の
他
必
要
な
も
の

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
涯
学
習
課

（
q
８
７
７
―
７
８
０
５
）

ふ
る
さ
と
に
関
心
を
も
ち
、
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
青
少
年
の
育
成
を

目
指
し
て
「
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施
し
ま
す
。

主
　
催:

青
少
年
育
成
潟
上
市
民
会
議

と
　
き:

四
月
十
五
日(

日)

九
時
三
十
分
〜
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所:

大
久
保
小
学
校
前
庭

内
　
容:

市
内
三
中
学
校
、
七
小
学
校
の

生
徒
・
児
童
が
、
国
道
一
〇
一
号
線
昭

和
男
鹿
半
島
Ｉ
Ｃ
〜
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
（
ア
ク
セ
ス
道
路
）
の
方
面
を
中

心
と
し
て
、
ご
み
拾
い
を
主
体
と
し
た飯田川公民館では、英会話教室の受講者を募集

しています。初級教室と中級教室に分けて、月１
回ずつの開催を予定しています。講師は羽城中学
校と天王南中学校のＡＬＴのセス・イーソン先生
です。
初級コース:英語は苦手という方でも大丈夫。学習

意欲のある方を募集します。
中級コース:18年度までの英会話教室を受講した

方、英語に多少の心得がある方。
※対象は小学生以上となりますが、小学生が受講
する場合は、保護者同伴での参加をお願いします。

お問い合わせは…飯田川公民館
（q８７７－６７４４）

飯田川公民館　英会話教室

高齢者学級入学者募集
昭和公民館 「湖南大学」 期間４月～３月まで
60歳以上が対象で、毎月１回、講座を行っています。

講話のほか、年２回の日帰り研修など、ほかにも内容は
盛りだくさんです。受講料は年間6,000円です。
※入学式や、研修旅費などは別途経費となります。

天王公民館　「松寿大学」 期間５月～２月まで
飯田川公民館「ことぶき大学」 期間５月～３月まで
詳細については、５月１日(火)に発行の生涯学習プロ
グラムガイドでお知らせします。ともに学ぶ仲間と楽し
い時間を過ごしてみませんか？多くの方の入学をお待ち
しております。

お問い合わせは…各公民館まで



C A L E N D A R

◆４月（April）の主な行事◆
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１ 日

２ 月

３ 火

４ 水 若竹幼児教育センター入園式（11時～）

出戸小学校入学式（10時～）

東湖小学校入学式（10時～）

追分小学校入学式（10時～）

５ 木 大久保小学校入学式（13時～）

天王小学校入学式（13時30分～）

豊川小学校入学式（13時30分～）

飯田川小学校入学式（13時30分～）

天王南中学校入学式（10時～）

６ 金 羽城中学校入学式（10時～）

天王中学校入学式（13時30分～）

７ 土

秋田県議会議員一般選挙

８ 日 投票7時～20時・市内各投票所

開票21時～・天王総合体育館

９ 月 天王幼稚園入園式（10時30分～）

10 火 出戸幼稚園入園式（10時～）

11 水

12 木

13 金

14 土

第40回全県ふな釣り大会

15 日
（集合時間４時、集合場所・羽後飯塚駅前）
あきた・ビューティフル・サンデー
（あきた・クリーン強調月間）

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土 潟上市・南秋田郡中学校春季体育大会（～22日）

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日 昭和の日（祝日）

30 月 振替休日

日 曜 行　　事　　予　　定

湖東地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　４月１日(日)毎月第1日曜日
ところ　湖東地区消防本部
内　容　講習は無料。随時受付しています。

希望により出張講習会を実施します。
お申込みは…湖東地区消防本部（q874－2420）

献血車巡回日程 ４月４日(水）
09時30分～10時30分　アグリプラザ昭和
10時45分～12時00分　㈱菅与組
13時15分～14時30分　潟上市役所飯田川庁舎
14時50分～16時00分　㈱秋田中央機工

男鹿地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　４月15日(日)毎月第３日曜日
ところ　男鹿地区消防本部
内　容　講習は無料。お申込みは、前日まで受付

しています。
お申込みは…男鹿地区消防本部（q0185－23－3139）

人工透析を受けている方に
通院支援費を支給します

７月に
『ペットボトル用回収袋』を
全戸配布します
市では、７月にペットボトル専用の回収袋を全戸に無料
配布する予定です。
専用の回収袋を利用していただき、ペットボトルの分

別・リサイクルをさらに進め、資源の有効利用を図ります。
ごみの減量化をより推進するためにも、市民みなさんの
ご協力をお願いします。
お問い合わせは…潟上市生活環境課（q877－7802）

４月15日は
「あきた･ビューティフル･サンデー」
みんなでつくろう！きれいな秋田
県では、毎年４月を「あきた・クリーン強調月間」、４

月第２日曜日を「あきた・ビューティフル・サンデー」と
して、身近な地域のクリーンアップを呼びかけています。

今年は、４月15日(第３日曜日)
が「あきた・ビューティフル・
サンデー」です。
みんなで声をかけあって、自

宅のまわりなど身近な場所をき
れいにし、気持ちよく春を迎え
ましょう。
お問い合わせは…
県環境あきた創造課

（q860－1574）美化マスコット「クリンちゃん」

（ ）

市では、人工透析（血液透析）を受けている方に、通院
加療に伴う負担の軽減を図るため、交通費の一部を支援し
ています。次の条件にすべて該当する方が対象となります。

①潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合算額
(１月から６月までの間は前々年分)が12万円以下の方
②じん臓機能障害により身体障害者手帳１級の交付を
受けている方
③人工透析（血液透析）の通院加療を月８回以上受け
ている方
④自分で、または家族などの送迎により通院加療を受
けている方（無料送迎サービスを利用している方は対
象となりません）

支給金額 月5,000円
支 給 月 ４月～７月分は８月、８月～11月分は12月

12月～３月分は４月
※申請書類は、社会福祉課（昭和庁舎）と天王庁舎・飯
田川庁舎それぞれの総合窓口センターにあります。
※なお、12月～３月分については４月末に支給しますの
で、４月12日(木)までに申請書を提出してください。
お問い合わせは…潟上市社会福祉課（q855－5112）

対
　
象
　
者



天王グリーンランド
クロスカントリー大会参加者を募集

主　催 潟上市陸上競技協会
と　き ５月20日(日)開会９時
ところ 陸上競技場指定コース
種　目 中学生女子2.4㎞

中学生男子3.0㎞
女子・壮年男子40歳以上5.0㎞
一般男子（高校生含む）5.0㎞

参加費 中学生…学校単位で１人400円
女子・壮年男子・一般男子
…１人1,000円

申込期限 ５月６日(日)まで必着
お申込み・お問い合わせは…市陸上競技
協会 伽羅谷（q090－4888－3521、
q878－6681）

「ホームヘルパー２級養成研修講座」
受講生を募集

医療法人正和会では、ホームヘルパー
２級の養成研修を開催します。
と　き ５月14日(月)～９月28日(金)
ところ 正和会会議室（昭和大久保）
対　象 満60歳未満で、全課程受講が可

能な方。資格を取得し、福祉
の職場に就労を希望する方や
知識を学びたい方など

募集人員 60人
受講料 35,000円

（別途教材費約7,000円）
お申込み・お問い合わせは…

医療法人正和会（q877－7110）
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湖東地区行政一部事務組合
「消防職員採用試験」

採用人員 １人
試験区分 初級消防職員
受験資格 昭和47年４月２日から平成

元年４月１日までに生まれ、
消防業務の実務経験を有する
方。また、潟上市、井川町、
八郎潟町に居住でき、普通運
転免許の取得者であること。

応募受付 ４月５日(木)～４月20日(金)
平日16時30分まで（土・日
曜日は受付しません）

受験申込・申込書請求などのお問い合わ
せは…湖東地区消防本部総務課

（q874－2420）

社会福祉法人「敬仁会」臨時職員募集

募集職種 調理員
勤務場所 特別養護老人ホーム松恵苑
雇用期間 平成20年３月31日まで
申込期限 ４月６日(金)まで松恵苑に履

歴書を提出してください。
※調理経験、調理師免許がある方優先
お申込み・お問い合わせは…
特別養護老人ホーム松恵苑

（q878－5533）

湖東地区消防署から
防火水槽・消火栓点検のお知らせ

湖東地区消防署では、４月中旬ころ、
一週間の予定で昭和・飯田川地区の防火
水槽・消火栓の点検を行います。
水道水に濁りが発生した場合は、蛇口

を全開にし、きれいになるまで流してか
らご使用ください。また、水を流した時
間を水道課までご連絡ください。
点検作業へのご理解とご協力をお願い

します。
お問い合わせは…

湖東地区消防署（q874－2420）
潟上市水道課（q855－5123）

水道課からのお知らせ
水道料金口座振替の再振替は、毎月
10日に行っていますが、今年度の５
月と１月は事務の都合上できませんの
で、あらかじめお知らせします。
※引落日が休日の場合は、翌営業日と
なります。
お問い合わせは…

潟上市水道課（q855－5123）

マナーを守って釣りの醍醐味を体験しながら、日ごろの腕前を
競い合いませんか。市民多数のご参加をお待ちしています。
主　催 飯田川釣同好会
共　催 潟上市観光協会
と　き ４月15日(日)受付４時～

競　技：４時30分～11時30分
ところ 受　付：羽後飯塚駅前　釣り場：飯塚川～豊川
表　彰 一般の部・少年の部・大物賞
参加費 無　料
お問い合わせは…潟上市観光協会（潟上市産業課内q855－5120）

4
15 第40回 全県ふな釣り大会を開催

募
集

市民からの

お知らせ

「コールはまなす」会員募集

楽しいコーラス、始めてみませんか？
と　き 第１・第３金曜日

10時～11時30分
ところ 天王公民館
会　費 月2,000円
お問い合わせは…

渋谷（q878－5776）

水墨画学習生を募集

水墨画で自分の心と象形を著してみ
ませんか。初心者大歓迎です。
と　き 第２・第４水曜日

13時30分～15時30分
ところ 天王公民館
会　費 月2,000円
指導者 工藤一雄 氏
お問い合わせは…すみえポプラの会

代表 鐙（q878－2836）
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「市民
のひろば」は、市民が登場

するコ
ーナーです。

「
何
か
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。
平
成

十
一
年
か
ら
善
意
を
寄
せ
続
け
、

今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
大

久
保
小
学
校
で
は
『
佐
藤
文
庫
』

を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書
に
親
し

み
や
す
い
環
境
を
整
え
、
豊
か
な

感
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
読
書
活
動
を
推
進
し
て

く
だ
さ
い
。
読
書
に
よ
っ
て
、
自

分
自
身
の
想
像
力
を
高
め
、
心
豊

か
な
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
育
っ
て

ほ
し
い
。
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
寄

贈
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

三
月
八
日
、
昭
和
大
久
保

出
身
の
佐
藤
幸
夫
さ
ん
が
、

潟
上
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ

「
母
校
、
大
久
保
小
学
校
の

た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
図
書
（
十
万
円
相

当
）
を
寄
付
し
て
く
れ
ま
し

た
。佐

藤
さ
ん
は
現
在
、
岩
手

県
盛
岡
市
で
「
ア
イ
フ
ル
ホ

ー
ム
」
な
ど
で
お
な
じ
み
の

ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
と
「
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
を
行

っ
て
い
る
「
株
式
会
社
シ
リ

ウ
ス
」
の
代
表
取
締
役
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
の
寄
贈
は
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
に

ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い
を
込
め

図
書
を
寄
贈佐

藤
　
幸
夫

さ

ち

お

さ
ん
（
昭
和
大
久
保
出
身
）

▲佐藤幸夫さん

▲各種スポーツ競技団体・個人の功績を称える

▲佐藤さんから小林教育長に目録が手渡されました

【
功
労
賞
】

櫻
庭
　
敏
藏
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

佐
藤
　
義
久
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

佐
々
木
宣
明
（
ゴ
ル
フ
協
会
）

門
間
　
賢
悦
（
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

【
優
秀
指
導
者
賞
】

小
野
　
　
榮
（
陸
上
競
技
協
会
）

佐
藤
　
幸
広
（
野
球
協
会
・
新
撰
組
）

【
特
別
栄
光
賞
】

佐
藤
　
光
大
（
秋
田
商
業
高
校
）

三
浦
　
和
也
（
秋
田
商
業
高
校
）

【
栄
光
賞
（
個
人
）】

小
野
　
　
榮
（
陸
上
競
技
協
会
）

鈴
木
　
康
記
（
相
撲
連
盟
）

鈴
木
　
理
恵
（
剣
道
連
盟
）

大
坂
　
美
孔
（
羽
城
中
学
校
）

佐
々
木
　
淑
（
羽
城
中
学
校
）

菅
生
　
優
美
（
天
王
南
中
学
校
）

佐
々
木
あ
ず
さ

（
羽
城
中
学
校
）

嶋
崎
　
恭
子
（
天
王
南
中
学
校
）

菅
原
　
陽
南
（
羽
城
中
学
校
）

渡
部
　
成
美
（
天
王
中
学
校
）

菅
原
　
敬
弥
（
羽
城
中
学
校
）

佐
藤
　
亜
子
（
羽
城
中
学
校
）

原
田
　
優
輝
（
天
王
南
中
学
校
）

保
坂
　
　
健
（
天
王
南
中
学
校
）

【
栄
光
賞
（
団
体
）】

新
撰
組
（
野
球
）

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
（
野
球
）

天
王
中
学
校
女
子
剣
道
部

【
奨
励
賞
】

鷲
谷
　
清
利
（
テ
ニ
ス
協
会
）

畠
山
ツ
ネ
子
（
テ
ニ
ス
協
会
）

潟
上
市
体
育
協
会
（
会
長
　
鈴
木

斌
次
郎
）
主
催
に
よ
る
「
平
成
十
八

年
度
潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」

が
、
二
月
二
十
四
日
、
飯
田
川
地
区

の
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

強
化
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
賞
、
全
国
・

東
北
大
会
な
ど
で
上
位
入
賞
を
果
た

し
た
栄
光
賞
・
優
秀
指
導
者
賞
な
ど

が
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
は
「
今
秋
に
は
、
い
よ

い
よ
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
開
か
れ
る
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
と
ま
ご

こ
ろ
で
出
迎
え
、
大
会
成
功
に
結
び

つ
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層

の
普
及
・
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

数
々
の
生
涯
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
称
え
る

潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）



23

恭介
きょうすけ

くん（７歳・右）、隼矢
しゅんや

くん（５歳・左）、莉奈
り な

ちゃん（２歳・中央）の３人はとても仲良しです。
莉奈ちゃんはお兄ちゃんたちのまねをするのが大好
き。ゲームを持って、やっているつもりになっていま
す。
いつまでも仲良く、大きくなってね。

お父さん　渡　辺　直　幸さん（天王字上北野）
お母さん　　　　　恵理子さん

「出生」「死亡」は住民基本

台帳２月１日～２月28日届

出分を掲載

おくやみを申し上げます
すし職人が松恵苑で労力奉仕

お誕生おめでとう

＜飯田川地区＞

*小　池　叶
か

桜
お

ちゃん　
（飯塚上、善　和・裕　美）

*吉　岡　希　美
の ぞ み

ちゃん　
（神明上、竜　二・真　希）

*三　浦　苺　奈
い ち な

ちゃん　
（羽立３、智　仁・美有紀）

＜昭和地区＞

* 原　遼　磨
り ょ う ま

くん　
（野村下、輝　匡・里　香）

＜天王地区＞

*安　田　茉
ま

央
お

くん　
（羽　立、継　洋・千　寿）

*金　子　将　也
ま さ や

くん
（追分西、忠　悦・弥　生）

* 橋　響　樹
ひ び き

くん
（長野県、秀　享・ルミ子）

*吉　田　美　優
み ゆ う

ちゃん
（持谷地、健　吾・里　美）

*森　　　菜　葉
な の は

ちゃん
（上江川、美　雅・佳　奈）

*外　山　果
か

暖
の

ちゃん
（長　沼、新　平・美　樹）

*瓜　生　　　楓
かえで

くん
（上江川、 望　・千　春）

*三　浦　菜
な

緒
お

ちゃん
（高　田、一　利・朱　美）

*鈴　木　寛　人
ひ ろ と

くん
（ハラヱ、一　誠・聡　子）

*伊　藤　璃
り

久
く

くん
（江　川、秀　樹・　彩　）

*杉　原　伸　拓
の ぶ ひ ろ

くん
（上北野、健　二・千紗子）

*保　坂　苺
ま

奈
な

ちゃん
（北　野、孫　之・由美子）

*久　松　宗　永
む ね と

くん
（上江川、健　二・倫　子）

*伊　藤　海
み

音
お

ちゃん
（上江川、洋　介・牧　子）

* 橋　旺太朗
おうたろう

くん
（上北野、裕　介・かよ子）

*伊　嶋　甘　寧
か ん ね

ちゃん
（上出戸、大　聖・聡　子）

わが家の宝ものコーナーや各種団体活動の紹介など、
市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
【あて先】〒010－0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所総務課
q878－9801 FAX878－6086

＜飯田川地区＞

◆ 2 /  1川　上　富　三さん
（羽立２、91歳）

◆ 2 /  4伊　藤　由　雄さん
（土手２、78歳）

◆ 2 /  4一　関　洋　三さん
（羽立３、82歳）

◆ 2 /23工　藤　美津江さん
（山　根、73歳）

◆ 2 /24千　種　ユミ子さん
（新道上、75歳）

◆ 2 /28伊　藤　健一郎さん
（新道上、65歳）

＜昭和地区＞

◆ 2 /  1 原　善左衛門さん
（新関２、87歳）

◆ 2 /  9小　林　鉄　雄さん
（元　木、83歳）

◆ 2 /15 鉄治郎さん
（八丁目、84歳）

◆ 2 /18 原　喜代春さん
（新関４、67歳）

◆ 2/22 澤　井　四　郎さん
（荒　屋、76歳）

＜天王地区＞

◆ 2 /  1吉　田　カ　ネさん
（追　分、74歳）

◆ 2 /  5菊　地　石太郎さん
（上出戸、80歳）

◆ 2 /  5麻　生　千代治さん
（長　沼、91歳）

◆ 2 /  7菅　生　チセ子さん
（羽　立、62歳）

◆ 2 /16橋　本　榮　子さん
（宮の後、80歳）

◆ 2 /19鈴　木　ミ　ヨさん
（羽　立、85歳）

◆ 2 /19浅　見　大　樹さん
（追分西、26歳）

◆ 2 /24佐々木　ス　ノさん
（下出戸、86歳）

◆ 2 /24三　浦　キクヱさん
（北　野、77歳）

◆ 2 /24藤　原　千壽子さん
（上江川、77歳）

◆ 2 /25加賀谷　　　威さん
（下出戸、73歳）

◆ 2 /25加賀谷　キヨノさん
（下出戸、92歳）

◆ 2 /26石　川　國次郎さん
（ハラヘ、81歳）

◆ 2 /27菊　地　　之助さん
（北　野、100歳）

お寿司を食べて元気に長生き

３月13日、特別養護老人ホーム「松恵苑」で寿司職人の
杉本修悦さん（男鹿市船越・杉寿司）が入所者や職員のみ
なさんににぎり寿司や巻き寿司を振る舞いました。
杉本さんは、労力奉仕として同苑を訪れるのは今回で11
回目。寿司職人が加盟する組合でのボランティア活動がき
っかけで、以後、毎年入所者のみなさんに美味しい寿司を
提供しています。
この日は、同苑の栄養士と相談のうえ、マグロやエビ、

サーモンなどのにぎり寿司、巻寿司などを約２時間かけて
入所者・職員分約50人前を用意。入所者のみなさんは「美
味しいね」と寿司をお代わりするなど、笑顔しきりでした。

※広報「慶弔」コーナーに載
せてほしくない方は、届出
の際に各庁舎総合窓口にて
お話しください。
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市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの
声」を市長にお届けください。
面会を希望する方は、あらかじめ名前・連絡先・面

会内容を申し出ください。
＜４月の面会日＞
●４月19日（木）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…４月11日（水）15時までに

潟上市市長公室（q878－9802）までお申込みくだ
さい。

●
三
月
「
春
」。
市
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、

か
た
が
み
っ
子
た
ち
が
元
気
に
学
舎
を
巣

立
っ
た
。
思
い
出
多
き
学
舎
で
の
学
校
生

活
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
し
く
て
も
み

ん
な
で
励
ま
し
合
っ
た
達
成
感
は
一
生
の

宝
も
の
と
な
る
は
ず
。
●
別
れ
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
悲
し
さ
や
寂
し
さ
を
感
じ
る
も
の
。

そ
の
後
に
は
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
「
出
会

い
」が
ま
っ
て
い
る
。
進
学
、
就
職
、
転
勤

…
新
た
な
世
界
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
も
っ
と
大
き
く
、

高
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。
●
広
報
ス
タ

ッ
フ
に
も
「
卒
業（
？
）」
が
や
っ
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
、
取
材
で
は
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
一
度
も
休
む
こ
と
な

く
無
事
に
広
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、「
広
報
か
た
が
み
」

に
末
永
〜
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数　　12,586世帯（＋3）
人　口　　35,914人 （＋7）
うち男性　17,168人 （－5）
女性　18,746人 （＋12）

※住民基本台帳　平成19年２月28日現在
（ ）内は前月比


